
 

2025年度活動概要     応用認知言語学研究会 

 

「応用認知言語学研究会」は、2013年度より九州・沖縄支部に発足した研究会です。本

研究会は、言語学の分野で近年成果が著しい「認知言語学」の知見を、言語教育、特に

英語教育の現場へどう生かすかを探るという観点から活動しています。 

2025 年度の研究会では、2024 年度に引き続き認知言語学の基本的枠組みに関する知識

を深めるために、Günter Radden & René Dirven 著の Cognitive English Grammarの輪

読会を以下の通り行いました。 

第 23回 研究会（2025年 7月 12日（土） 14時～16時）オンライン開催 

   Chapter 8 Situation types: Aspect（担当者：植田正暢） 

第 24回 研究会（2025年 11月 15日（土） 14時〜16時）オンライン開催 

   Chapter 9 Grounding situations in time: Tense（担当者：大橋浩） 

第 25回 研究会（2026年 3月 23日（月） 14時〜16時） 

   ハイフレックス開催（福岡大学 ＆ オンライン） 

   Chapter 9 Grounding situations in time: Tense（担当者：大橋浩） 

   Chapter 10 Grounding situations in potentiality: Modality（担当者：林幸

代） 

2025 年度は Chapter ごとに担当者を決め、合計 3 回の研究会を実施しました。第 23 回

では第 22 回から継続して Aspect（アスペクト）を扱い、第 24 回・第 25 回では Tense

（時制）および Modality（モダリティ）へと議論を進めました。第 23回・第 24回はオ

ンラインでの開催でしたが、第 25回は前年度に引き続きハイフレックス形式で開催し、

対面とオンラインの双方から参加できる形を取りました。第 25回では 2つの Chapterを

扱ったこともあり、対面でのやり取りを交えながらいつも以上に充実した議論が行われ

ました。今後もハイフレックスでの開催を積極的に取り入れ、研究会の活性化を図って

いきたいと考えています。 

 


